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からっ風通信 
群馬県大学図書館協議会会報 



平成30年3月1日 

大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修 
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会 共催） 

【参加者の意見等】 

 

研究会報告 

【 概 要 】 

 図書館には不特定多数かつ多様な利用者が来館します。うちの館は大丈夫と思っていても、これからも

大丈夫かは分かりません。少人数で対応している館も少なくない県内の図書館において、クレーマーに対

する心構え、線引き（ここからは警察を呼ぶ等）を学んでおくことは、今の時代には必要かもしれませ

ん。 

 元警察官である行政書士の森本氏の講演により、クレーマー、特にクレーマー化しやすい傾向にある高

齢者の性質や動向について学び、後半の意見交換ではグループごとに各館が実際に直面しているクレーム

について情報を共有しました。 

○平成２９年度第２回 

テーマ：「カウンター対応を考える～クレーマー対策～」 

日 時：平成２９年９月６日（水）１３時３０分～１６時００分 

場  所：放送大学群馬学習センター第１講義室、遠隔学習室 

参加者：４７名（大学図書館２３名、公立図書館２２名、高校図書館２名） 

講 演：「クレーマーにどう対処すべきか」 

     ゆあーず行政書士事務所代表  森本 哲 氏 

意見交換：「あんなクレーム、こんなクレーム」 
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講演の様子 ワークショップの様子 

・ 元警察官の方から貴重なお話が聞けてよかったです。自館にもお年寄りが沢山来られるので、今日聞いた

お話を生かして接していこうと思います。意見交換の時間もすごくタメになりました。 

・ クレーム対応は公共、大学、図書館の別を問わず共通の課題と思うのでよかった。 

・ いろいろ気づきがありました。ありがとうございます。ちょっとこうしたらいいのかも…ということは、

自館に戻り発信していこうと思います。 

会場：放送大学 田中会長 森本講師 

等の意見が寄せられ、有意義な研修となりました。 
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研究会資料（１） 
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研究会資料（２） 
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トピックス 群馬医療福祉大学図書館 

トピックス 群馬大学総合情報メディアセンター医学図書館 

 本学図書館では、HP開設時から「図書館カレンダー」以外の部分でHPの更新が分かるように、毎月1日
の更新のタイミングに合わせて写真を1枚掲載している。俳句が専門であった当時の館長推薦による「季節

の俳句」に沿った写真を付けるかたちでスタートしたが、2013年に「今月の1枚」に名称を改め、現在では

図書館職員が持ち回りで写真とコメントを提供している。 

 在学生や学内利用者からの反応をカウンターで耳にすることは少ないが、「図書館カレンダー」をェック

することが多い卒業生や学外利用者の中には「この写真いつもどうしているの？」と声を掛けてくれる人も

いるので、写真の更新を秘かな楽しみにしてくれている人もいるようだ。テーマは「季節の写真」ではない

ので、遊びに行ってきた時の写真、美味しいものを食べた時の写真など季節感を無視したものも多い。 

 これからも親しみやすいHPになるように心がけて写真を選んでいきたいと思う。 

図書館HPより ～ 今月の1枚 ～ 

2015年9月 2016年3月 2017年10月 2018年1月 

森皆ねじ子展 

 医学図書館では、医学系研究

科機能形態学の村上徹准教授

にご協力いただき、医師兼漫画

家として活動している森皆ねじ

子先生の著作展示を開催して

います。 

 医学書として重要なポイントを

抑えつつ、イラストを豊富に使

用することで、よりわかりやすく

描かれている森皆先生の図書

をぜひ手に取ってご覧くださ

い。一般には流通していない

「平成医療手技図譜」シリーズ

は必見です。 展示の様子 

■期間： 1/29(月)～5/31(木) 
■場所： 医学図書館1Fロビー 
 

村上准教授による工夫を凝らした 
ディスプレイもお楽しみください！ 
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育英短期大学図書館 
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編集後記 
 8年の間、委員として会報編集に携わってまいりましたが、このたび大学を離れることとなりましたので、委員のお仕事

も今回が最後となります。主に表紙画像のデザイン・作成を担当させていただきました。様々な大学図書館の写真を拝

見することができ、とても楽しかったです。会報作成にご協力くださいました加盟館のみなさま、常に先導してくださいま

した委員のお二方、そして私の委員活動にご理解・ご協力くださいました健大のみなさまに、心より感謝申し上げます。

ありがとうございました。 

（高崎健康福祉大学図書館 加藤愛） 

トピックス 群馬大学総合情報メディアセンタ中央図書館 

 「読書推進コンクール」は、図書館利用推進を図るために、平成24年度から毎

年実施している募集企画です。6回目となる今年度は、読んだ本から心に残っ

た一行を抜き出し、選んだ理由を140文字以上で書いて寄せてもらいました。今

回は、教員の協力もあり、過去最多となる258件の応募がありました。12月14日

（木）に行われた表彰式では、図

書・紀要委員会で選出した20人の

入賞者に、石井學学長兼図書館

長から、表彰状と副賞（図書カー

ド）が手渡され、「多くの学生が本を

読んでくれたことを、うれしく思いま

す。今後もよく学んでいってくださ

い。」という講評の言葉がありまし

た。 

読書推進コンクール「心に残った一行」を実施しました  

表彰式 参加賞のクリアファイル 

「日本一の郷土かるたコレクション展」を開催しました 
 2017年12月14日～2018年1月16日 、中央図書館ギャラリーにて「日本一の郷土かるたコレクション展」を開催しまし

た。中央図書館では、約270種と全国最大規模の郷土かるたコレクションを所蔵しています。今回の展示では、日本

郷土かるた協会の協力のもと、上毛

かるたはもちろん、県内および全国

の郷土かるたを 紹介しました。 

 1月15日には、日本郷土かるた協

会理事長で群馬大学名誉教授の山

口幸男氏らによるアゴラカフェ/ひと

つばなし16「郷土かるた、上毛かる

たの歴史と展望」を開催し、郷土か

るたに関心のある参加者が熱心に

耳を傾けていました。 
県内の郷土かるた かるたについて語る山口氏ら 


